このニュースは中央団体と県連絡会に送付しています。地域連絡会や単産に送って下さい。
９団体４０人が新春浅草宣伝行動

＜中央各界連＞

中央各界連は1月11日、参詣客・観光客でにぎわう東京・浅草雷門前で新春宣伝をおこない、９団体40人が参加、署名が50人から寄せられました。

全商連・西村副会長、日本共産党の中島つかね・衆院東京２区予定候補、生協労連・桑田委員長、農民連・上山事務局員、年金者組合・松岡副委員長、なくす会・梅村事務局長、自治労連・殿岡中央執行委員、保団連・森事務局次長が演説。各弁士は、昨年10月以来の経済財政諮問会議、政府税調、与党税調、自民党研究会などによる「消費税を社会保障財源として位置づけ、０９年度の基礎年金の国庫負担引き上げにあわせて、消費税率を引き上げる」との増税キャンペーンを厳しく批判しました。また、大新聞が「消費税増税」の地ならし報道を強めていることや民主党が「税制改革大綱」で消費税を社会保障目的税とし将来の引き上げも示唆したことなども訴えました。財源として行き過ぎた大企業・大資産家の減税をあらためること、水増しや汚職が次つぎ発覚した５兆円もの防衛予算の徹底見直しなどを要求しました。
埼玉県三郷市の６０代の女性は「年金もどんどん下がっているし。テレビ見ながら怒っています。７０歳の友人は年金５万円しかなく、内職している。市営住宅に入っているが、デジタル化でテレビも買えないと深刻に悩んでいた」、東京北区の４０代の男性は「かばん作成教室をやっているが、サラリーマンが給与が上がらず大変になっているから中小業者も大変。消費税は何に使われているかわからない。行政改革、政治改革をしっかりやれば増税の必要はないはず」、雷門そばで28年間飲食店をやっているという女性は「商売はやってもやっても税金で大変。使い道がわからない。５％になって不景気になったじゃないですか」などの声が寄せられました。
３けたの署名も続々　各地の１２月行動
●久方ぶりの署名数に活気　福岡県各界連は12月25日、福岡市中央区の天神コア前で９団体24人が参加し宣伝。通行人が次つぎ寄ってくる状況で、45分で１４２人から署名が寄せられ、４・１行動以来の大きな反響でした。高校生や若者、お年よりも署名し、70歳代の女性は「今の政治は老人いじめばかり。首相や大臣、自民党議員は杖でたたいてやりたいくらい、我慢できない」と話していました。地区各界連では25日に南区で宣伝。３団体12人が参加し、署名は１０６人分が集まり、福岡建労から８人参加するなど活気ある行動となりました。

●シール投票で反対が圧倒的　山口県各界連は山口市で６団体１８人が署名とシール投票。結果は「増税反対」が９０、「やむなし」が６、「どちらともいえない」が７、署名も８０人から寄せられました。中国新聞が取材し、２４日の朝刊で紹介しました。下関各界連も２４日行動し４団体８人がビラ入りティッシュを配り、署名を訴えて５０人から寄せられました。岩国各界連はなくす会と共同で「社会保障財源と消費税」をテーマに１月２４日に学習会をおこないます。
●福島、鳥取でもシール投票　福島県各界連は２５日、年金者組合の９人をはじめ９団体２５人の参加で行動。「社会保障財源に消費税増税はどう思うか」のシール投票をおこない、賛成ゼロ、反対８１の結果となりました。鳥取市各界連もシール投票おこない、反対６１、賛成１の声でした。米子、境港でも行動しました。
●寒風ついて宣伝　北海道各界連は２５日、小雪の舞う札幌市の狸小路商店街で２０人が行動、サンタクロース姿でも訴えました。道労連、共産党、北商連、道民医連の代表が、増税反対・国民の暮らし支援の政治への転換などを訴えました。この日は中央区、西区・手稲区、旭川など各地で行動がとりくまれました。
●宮城県各界連の行動でも１時間で１１２人分の署名、静岡県各界連の行動でも１１４人分の署名がそれぞれ寄せられました。
●沖縄県各界連は学習会　１２月１８日、那覇市で「大増税ストップ、社会保障・生活破壊の大増税許すな」と学習会をおこない、師走のあわただしい中、７０人が参加しました。講師の中央各界連の嶋岡千年事務局長は逆進性、大企業優遇、中小企業の営業破壊など消費税の６つの特徴を説明。いまの有利な情勢を生かして創意ある取り組みをすすめて総選挙で増税勢力に審判を下そうと呼びかけました。
●そのほか、青森・青森、新潟県、長野県、群馬・前橋、埼玉・戸田、東京・杉並、三重・桑名員弁、兵庫・尼崎、同・宝塚、滋賀県、和歌山県、岡山県、愛媛・新居浜の各界連などからも行動結果が寄せられています。

☆「前衛」08年２月号に「消費税増税反対のたたかいをどう構築するか」の座談会
日本共産党の発行の月刊誌「前衛」０８年２月号に、「消費税増税反対のたたかいをどう構築するか」の座談会が２８ページにわたり掲載されています。佐々木憲昭衆院議員、なくす会の梅村早江子事務局長、東京土建の松本秀典書記次長、神奈川県商連の小川裕之常任理事が縦横に語り合い、「増税やむなし」論のウソ、国民との矛盾などを浮き彫りにして、消費税増税阻止の展望を明らかにしています。
	消費税の大増税やめよ！

消費税廃止各界連ニュース№２４６
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※各地の各界連の行動を知らせるニュースを送ってください。記事、写真をメールで送信いただければ、ＨＰにも掲載していきます。















